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わが国の社会は、これまでの成長社会の中で、経済や社会制度が発展し、便利で快適な

生活を送れるようになり、令和の時代を迎え、さらに今後は精神的豊かさや生活の質の

向上、個人の自立やコミュニティの再生等を重視する「成熟社会」への移行が見込まれま

す。また、人口減少・少子高齢化社会の本格到来、地球規模での環境問題、発生が危惧さ

れる南海トラフ地震や気候変動による豪雨等の自然災害への対応などが、大きな課題と

なってきています。 

このような、社会情勢等の変容は四日市市においても同様であり、人口増加を前提と

したまちづくりではなく、「成熟型社会における人口減少・少子高齢化」という背景を踏

まえ、本市の規模に見合った、計画的かつ効率的な「まちづくり」（都市計画）により、

多様化する市民、社会のニーズへの適切な対応や、カーボンニュートラルや SDGsなどの

持続可能な社会の実現に向けた取組が必要です。 

本市は、わが国の東西交通の要衝に位置するとともに、海から山に広がる多彩な地形

や、そこを流れる多くの河川など、豊かな自然を有しています。このような恵まれた条件

のもと、先人達の多大な努力により、歴史ある市街地や港、産業用地、自然豊かな新市街

地、優良な農地などが形成され、多様な産業や人口の集積により、東海エリアにおける西

の中枢都市として発展してきました。 

時代は今、市民一人ひとりが、自らのライフスタイルにあわせて、いきいきと暮らせる

ライフステージを求めています。「まち」に「住む・学ぶ・働く・遊ぶ」などの要素が整

い、まちに愛着や誇りを感じられたとき、私たちは永く住みたいと思うのではないでし

ょうか。 

本市は、豊かな自然や多様な産業、都市機能の集積など、様々なライフスタイルに対応

できる条件を備えています。先人達が育んできた、かけがえのない「伝統や文化」「暮ら

しの場」「農業や自然」を受け継ぎ、更に暮らしやすい「まち」にして次代に伝えること

で、将来に向かって持続可能な「まちづくり」を進めていくことは、今に生きる私たちに

課せられた使命です。 

このため、時代の潮流や社会情勢が加速度的に変化している中であっても、市民一人

ひとりが豊かで幸せに暮らせる持続可能な都市を創造していくために、「ゼロからイチ

を生み出すちから イチから未来を四日市」をまちづくりの最上位理念として掲げ、「子

育て・教育安心都市」「産業・交流拠点都市」「環境・防災先進都市」「健康・生活充実

都市」の４つの将来都市像の実現に向け、共にまちづくりに取り組んでいく必要があり

ます。 

２．策定の背景 


